
「
ふ
る
さ
と
の
日

　
制
定
条
例
」

継
続
審
査

正
副
議
長
決
ま
る

越前市 だより議会

　

市
制
施
行
日
の
10
月
１
日
を
、

「
ふ
る
さ
と
の
日
」
と
定
め
る
条
例

案
は
、
審
査
を
付
託
さ
れ
た
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
継
続
審
査
の

委
員
動
議
は
否
決
さ
れ
、
原
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
本

会
議
最
終
日
の
7
月
3
日
、
委
員

長
報
告
、
質
疑
の
後
、
こ
の
条
例

を
総
務
委
員
会
に
再
付
託
の
う
え
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
さ
れ
た
い

と
の
議
員
動
議
が
出
さ
れ
た
。
こ

の
動
議
を
議
題
と
し
て
起
立
採
決

で
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。（
関
連
記
事
2
面
）

議
長
に	

福
田
　 

往
世
氏

副
議
長
に	

佐
々
木 

富
基
氏

監
査
委
員
に	

西
野 

与
五
郎
氏

を
選
出

西
にし

野
の

　与
よ

五
ご

郎
ろう

　６4歳

期数／３期
教育厚生委員長などを歴任

（誠　和　会）

監査委員

佐
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木
き

　富
とみ

基
き

　55歳

期数／３期
総務委員長などを歴任
（市民ネットワーク）
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田
だ

　往
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世
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期数／３期
議会運営委員長などを歴任

（越前クラブ）
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7月20日に発生した
本市東部の集中豪雨で被災された皆様に

越前市議会は、一日も早い
復旧・復興に向け鋭意努力してまいります。

心からお見舞い申し上げます。

　

平
成
24
年
第
３
回
越
前
市
議
会
定
例
会

は
、
６
月
15
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
19

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
補
正

予
算
案
１
件
、
条
例
案
３
件
、
一
般
議
案

２
件
、
専
決
承
認
案
４
件
と
人
事
案
2
件

を
審
議
し
採
決
の
結
果
、
予
算
案
は
修
正

可
決
、
ふ
る
さ
と
の
日
制
定
条
例
案
は
継

続
審
査
と
し
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に

は
18
人
の
議
員
が
市
政

全
般
に
わ
た
っ
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
臨
時
会
は
、
７
月
31
日
か
ら
８

月
３
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
の
辞
職
に

伴
い
選
挙
を
行
い
、
委
員
会
の
所
属
、
議
会

選
出
の
監
査
委
員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
提
出
の
補
正
予
算

案
１
件
と
議
員
提
出
の
条
例
案
２
件
を

審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
概
要

８
月
臨
時
会
の
概
要

８
月
臨
時
会

6
月
定
例
会

「
ふ
る
さ
と
の
日

　
制
定
条
例
」

継
続
審
査

正
副
議
長
決
ま
る

　越前市東部地域が７月20日午後、記録的、局所的な豪雨に見舞われました。土砂の流出、河川の氾ら
ん、多くの建物被害が出、さらに多くの和紙業者が被災しました。
　このことを受けて、緊急的な災害復旧事業、県が新設した中小企業の無利子貸付事業に伴う保証料
補給金など、早急な実施を要する事業予算案について、提案当日の７月31日に全会一致で可決しました。

（単位：千円）

補　正　前 補　正　額 補　正　後 伸び率（％）

一般会計 31,181,163 59,900 31,241,063 0.2

一刻も早い復旧・復興に向け 越前市東部集中豪雨
信用保証料補給など補正予算5,990万円を可決
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■
高
齢
者
生
活
支
援
事
業	

６
２
万
円

　
　
安
心
生
き
が
い
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
平
成
２３
年

４
月
１
日
現
在
で
６５
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
は

２
，
３
８
４
人
お
り
、
高
齢
者
の
１
割
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
一
段
と
認
知
症
の
若
年
化
が
進
ん
で

く
る
と
、
６５
歳
以
上
の
認
知
症
検
診
で
は
、
実
態
と

合
わ
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

県
の
モ
デ
ル
事
業
で
６５
歳
以
上
の
一
定
年
齢
の

方
に
、
認
知
症
の
調
査
を
行
い
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
今
年

の
１０
月
で
大
体
終
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
県
の
医
師

会
と
共
同
で
認
知
症
検
診
検
討
部
会
を
設
け
て
い
る

の
で
、
こ
の
調
査
結
果
を
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
た
だ
い
て
、
市
も
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
傾
向
や

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
は
、
こ
れ
ま
で
に
認
知
症
の
相
談
体
制
を
強

化
し
て
き
て
、
２
年
間
で
５
百
件
の
相
談
支
援
を
行

い
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
を
開
い
て
毎
年

１
千
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
現
在
は
５
千
人

の
方
を
養
成
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
医
師
会
と

連
携
し
て
物
忘
れ
相
談
医
を
設
置
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
効
果
や
成

果
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

医
師
会
と
連
携
し
た
物
忘
れ
相
談
医
の
設
置
に

よ
っ
て
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
や
、
多
く
の
高
齢
者
の
方
の
認
知
症
の

進
行
が
抑
制
さ
れ
症
状
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
、
介
護
す
る
家
族
の
方
の
負
担
軽
減
に
結
び
つ
い

た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま

た
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
者

数
が
増
加
す
る

こ
と
で
、
認
知

症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
や
理

解
の
普
及
に
つ

な
が
り
、
医
療

機
関
の
受
診
に

対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
感
が
減

少
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　

本
会
議
初
日
の
提
案
説
明
終
了
後
、

こ
の
条
例
に
つ
い
て
議
員
間
の
自
由
討

議
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
条
例
趣
旨
は

賛
成
だ
が
、
市
民
の
融
和
に
時
間
を
か

け
て
環
境
整
備
す
べ
き
で
時
期
的
に
も

問
題
で
あ
る
、
ま
た
こ
の
条
例
は
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
集
約
意
見

は
後
日
、
正
副
議
長
か
ら
市
長
に
伝
え

ら
れ
、
市
長
か
ら
は
な
ぜ
今
か
も
含
め

て
本
会
議
で
説
明
を
尽
く
し
た
い
と
の

意
向
が
示
さ
れ
た
。
本
会
議
で
は
、
こ

の
条
例
に
関
す
る
質
疑
は
な
く
、
総
務

委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

総
務
委
員
会
で
は
６
月
２７
日
、
議
案

質
疑
の
後
、
継
続
審
査
の
動
議
が
出
さ

れ
た
が
否
決
と
な
る
。
討
論
は
な
く
採

決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

　

本
会
議
最
終
日
７
月
３
日
、
総
務
委

員
長
は
、
審
査
経
過
と
と
も
に
、
こ
の

条
例
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
委
員
長
に
対
す
る
質

疑
の
後
、
議
員
か
ら
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
醸
成
す
る
環
境
整
備
を
し
、

ま
た
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
案
件
と

し
て
時
期
尚
早
で
あ
る
の
で
、
こ
の
条

例
を
総
務
委
員
会
に
※
再
付
託
の
上
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
さ
れ
た
い
と
の
動

議
が
出
さ
れ
、
議
長
を
除
く
出
席
議
員

２１
人
中
１１
人
が
賛
成
起
立
し
、
動
議
は

可
決
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
日
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

※
再
付
託
と
は
、
委
員
会
の
審
査
を
経
て

報
告
さ
れ
た
事
件
（
議
案
）
に
つ
い
て
、

な
お
審
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
議
会
は
、
さ
ら
に
そ
の
議
案
を
同
一

の
委
員
会
に
付
託
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

高
齢
者生活

支
援
事
業
に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
、
認
知
症
検
診
事
業
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
見
込
み
回
収
率
や
未
回
収
部
分
の
対
応
に

つ
い
て
た
だ
さ
れ
た
。

　

理
事
者
か
ら
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は

昨
年
度
に
実
施
し
た
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
実

績
で
あ
る
７５
％
以
上
を
見
込
ん
で
い
る
、
未
回

収
者
に
は
督
促
の
は
が
き
を
送
付
す
る
ほ
か
、

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
な
ど
の
会
合
等

を
利
用
し
て
の
呼
び
か
け
や
、
回
覧
板
を
通
し

て
家
庭
な
ど
へ
周
知
す
る
こ
と
で
回
収
率
の
向

上
を
図
り
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
委
員
か
ら
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

終
わ
っ
た
後
、
市
は
医
療
機
関
と
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
が
た
だ
さ
れ
た
。

　

理
事
者
か
ら
は
、
武
生
医
師
会
で
は
も
の
忘

れ
相
談
医
と
し
て
２２
名
が
登
録
す
る
な
ど
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
十
分
に

対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

た
。

越
前
市
の

鳥
の
指
定
に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
市
民
の
間
で
時
期

尚
早
と
の
意
見
も
あ
る
の
に
、
今
な
ぜ
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
市
の

鳥
と
し
て
指
定
す
る
の
か
と
た
だ
さ
れ
た
。

　

理
事
者
か
ら
は
、
市
の
鳥
の
指
定
に
つ
い
て
は
平
成
２２
年

４
月
に
４０
年
ぶ
り
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
え
っ
ち
ゃ
ん
が
越
前
市

に
飛
来
を
し
、
以
後
３
年
連
続
で
飛
来
し
て
き
て
い
る
。
昨

年
１２
月
に
は
全
国
で
初
め
て
兵
庫
県
以
外
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

定
着
場
所
を
目
指
し
た
飼
育
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
取
り
組
み
が
広
が

り
を
見
せ
て
お
り
、
市
も

自
然
と
人
の
共
生
を
目
指

し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う

里
づ
く
り
構
想
を
策
定
し

た
。
こ
う
し
た
機
運
が
大

変
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
の
鳥
の
指
定
は
絶

好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

と
考
え
提
案
し
た
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
た
。

予
算
審
議

問問 答答

一般会計予算  ２，116万3千円を補正  修正可決
（単位：千円）

補　正　前 補　正　額 補　正　後 伸び率（％）

一般会計 31,160,000 21,163
22,300

31,181,163
31,182,300 0.1

条
例
審
議
・
審
査

委
員
会
報
告

6月定例会

切り取り線切り取り線

市議会中継放送等に関するアンケート
（該当する意見の□印にチェック してください。）

※アンケートにご協力いただいた方には、抽選で30名様に粗品をプレゼントします。当選発表は11月上旬頃を予定しており、賞品の発送
　をもって発表にかえさせていただきます。この切り取りハガキで返信ができない方は、ＦＡＸ（0778ｰ23ｰ3000）でも受け付けています。

□ 見たことがある
□ 見たことがない

➡ 問2、問3、問4へ
➡ 問3、問4へ

これまでに丹南ＣＡＴＶで「市議会中継放送」を見たことがありますか。

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

問1

□ 毎回見ている
□ 時々見ている
□ 年に1度は見る

見た事がある方はどのくらいの頻度で見ていますか。問2

□ インターネットなら積極的に見る
□ インターネットなら時々見る
□ インターネットでも見ない

議会中継をインターネットで配信したら、ご覧になりますか。問3

□ 毎回読んでいる
□ 時々読んでいる
□ 年に1回は読む

最後にお聞きします。議会だよりはご覧になっていますか。問4

ご意見を自由にお書き下さい。

　

６
月
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
た
一
般
会
計
予

算
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と

の
日
記
念
式
典
の
必
要

経
費
を
減
額
す
る
修
正

案
を
７
月
３
日
に
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
の
日
条
例

が
総
務
委
員
会
に
再
付

託
さ
れ
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
っ
た
た
め
、

10
月
に
予
定
し
て
い
た

関
係
式
典
の
開
催
費

１
１
３
万
７
千
円
を
減

額
し
た
も
の
で
あ
る
。

議会のことば

総
務
委
員
会 

報
告

教
育
厚
生
委
員
会 

報
告

認知症サポート養成講座

コウノトリ「えっちゃん」

丹南ケーブルテレビで議会放送を見るときは

チャンネルです
議会放送中、091チャンネルは図のようになります
通
常
放
送
時

地域ふれあいチャンネル
091ch

（ハイビジョン画質）

議
会
放
送
時

地域ふれあい
チャンネル 議会放送

092ch
議会放送

（重なった場合）

093ch091ch
（各チャンネル標準画質）
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8月臨時会
決まる

議会
人事

南越消防組合議会議員
三田村  輝士　　小形　善信
関　利英子　　川崎　悟司
前田　一博　　伊藤　康司
前田　修治　　嵐　　　等
玉川  喜一郎　　福田　往世

南越清掃組合議会議員
安立　里美　　吉田　慶一
川﨑　俊之　　題佛　臣一
中西　眞三　　佐々木  富基
玉村　正夫　　福田　修治
片粕  正二郎　　福田　往世

市民ネットワーク
　会　　長　玉川  喜一郎
　顧　　問　福田　修治
　幹 事 長　三田村  輝士
　庶　　務　佐々木  富基

政新会
　会　　長　川崎　悟司
　会　　計　安立　里美
　　　　　　城戸　茂夫

誠和会
　会　　長　前田　一博
　顧　　問　西野  与五郎
　幹事長・会計　川﨑　俊之

公明党議員団
　代　　表　関　利英子
　会　　計　吉田　慶一

日本共産党議員団
　団　　長　玉村　正夫
　会　　計　前田　修治

自由クラブ
　会　　長　題佛　臣一
　幹事長・会計　嵐　　　等

越前創政会　　　
　会　　長　中西　眞三
　会　　計　小形　善信

越前クラブ
　会　　長　伊藤　康司
　幹事長・会計　福田　往世

諸　派
　無 所 属　片粕  正二郎
　無 所 属　大久保  恵子

組 合 議 会 議 員

会 　 　 派

総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

農
業
委
員
会
委
員

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

原
子
力
防
災
等・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
特
別
委
員
会

北
陸
新
幹
線・

新
庁
舎
建
設
対
策

特
別
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

常任委員会特別委員会

企
画
部
、
総
務
部
、
市
民
生
活
部
、
会
計
課
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
及
び
監
査
委
員
に
関
す
る
事
項
並
び

に
他
の
常
任
委
員
会
が
所
管
し
な
い
事
項

　

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
の

意
見
調
整
や
、
議
長
か
ら
の
諮

問
事
項
の
調
査
、
議
案
等
の
審

査
を
し
ま
す
。

（
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
）

越
前
市
議
会
基
本
条
例

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
さ

ら
に
議
会
改
革
に
つ
い

て
、
継
続
的
に
調
査
研

究
を
行
う
。

原
子
力
災
害
等
に
備
え

る
地
域
防
災
対
策
及
び

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
う
。

北
陸
新
幹
線
事
業
に
伴

う
地
域
社
会
基
盤
及
び

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
う
。

委
員
長

　

三
田
村  

輝
士

副
委
員
長

　

西
野  

与
五
郎

委　
　

員

　

城
戸　

茂
夫

委　
　

員

　

中
西　

眞
三

委　
　

員

　

佐
々
木  

富
基

委　
　

員

　

玉
村　

正
夫

委　
　

員

　

片
粕  

正
二
郎

委　
　

員

　

福
田　

往
世

委
員
長　

玉
川  

喜
一
郎

副
委
員
長　

前
田　

一
博

委　
　

員　

題
佛　

臣
一

委　
　

員　

関　

利
英
子

委　
　

員　

川
崎　

悟
司

委　
　

員　

中
西　

眞
三

委　
　

員　

伊
藤　

康
司

委　
　

員　

玉
村　

正
夫

安
立　

里
美　
　

川
﨑　

俊
之　

小
形　

善
信

委
員
長　

川
﨑　

俊
之

副
委
員
長　

関　

利
英
子

委　

員　

城
戸　

茂
夫

委　

員　

大
久
保  

恵
子

委　

員　

佐
々
木  

富
基

委　

員　

玉
村　

正
夫

委　

員　

玉
川  

喜
一
郎

委
員
長　

中
西　

眞
三

副
委
員
長　

三
田
村  

輝
士

委　

員　

吉
田　

慶
一

委　

員　

川
崎　

悟
司

委　

員　

西
野  

与
五
郎

委　

員　

前
田　

修
治

委　

員　

嵐　
　
　

等

委
員
長　

伊
藤　

康
司

副
委
員
長　

小
形　

善
信

委　

員　

安
立　

里
美

委　

員　

題
佛　

臣
一

委　

員　

前
田　

一
博

委　

員　

福
田　

修
治

委　

員　

片
粕  

正
二
郎

委
員
長

　

題
佛　

臣
一

副
委
員
長

　

川
﨑　

俊
之

委　
　

員

　

安
立　

里
美

委　
　

員

　

小
形　

善
信

委　
　

員

　

関　

利
英
子

委　
　

員

　

伊
藤　

康
司

委　
　

員

　

福
田　

修
治

委
員
長

　

吉
田　

 

慶
一

副
委
員
長

　

玉
川  

喜
一
郎

委　
　

員

　

川
崎　

悟
司

委　
　

員

　

大
久
保  

恵
子

委　
　

員

　

前
田　

一
博

委　
　

員

　

前
田　

修
治

委　
　

員

　

嵐　
　
　

等

教
育
委
員
会
、

福
祉
保
健
部
及
び
福
祉
事
務
所
に
関
す
る

事
項
を
所
管

産
業
環
境
部
、

建
設
部
及
び
水
道
部
、

農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項
を
所
管

市の事務に関する調査及び議案などを審査するため、越前市議会
では、条例により3つの常任委員会が設けられています。

　特定の事項を閉会中も継続して調査するために、調査が終了す
るまで設置された委員会です。

福井県丹南広域組合議会議員
三田村  輝士　　関　利英子　　西野  与五郎
伊藤　康司　　嵐　　　等　　福田　往世

公立丹南病院組合議会議員
城戸　茂夫　　大久保  恵子　　前田　修治
福田　修治　　福田　往世

武生三国モーターボート競走
施行組合議会議員
題佛　臣一　　城戸　茂夫　　前田　一博
玉川  喜一郎　　片粕  正二郎

福井県後期高齢者医療広域連合議会議員
三田村  輝士　　福田　往世
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高
齢
者
の
見
守
り
強
化
に
も
つ
な
が
る
生
活
必
需
品
を
配
達
す
る
商
店
、
自
宅
ま
で
出
張
し
て
く
れ

る
理
容
院
・
美
容
院
、
往
診
可
能
な
歯
科
医
院
な
ど
を
紹
介
し
た
冊
子
を
作
成
し
て
配
布
で
き
な
い
か
。

　
　

市
内
で
は
民
間
や
法
人
が
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
必
要
性
や
効
果

等
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
高
齢
者
の
「
介
護
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

充
実
さ
せ
る
形
で
対
応
で
き
な
い
か
研
究
し
て
い
く
。

　
　

国
、
県
の
新
し
い
安
全
基
準
が
で
き
な
い
現
状
で
市
長
は
、
原
発
再
稼
働
を
妥
当
と
考
え
る

か
。
ま
た
、
広
域
的
な
住
民
避
難
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

県
独
自
に
原
発
の
安
全
性
の
検
証
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
対
処
さ
れ
た
も
の
と

認
識
す
る
。
国
か
ら
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
住
民
に
避
難
実
施
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
次
第
、
県
で
避
難
計
画

区
域
を
拡
大
し
、
避
難
先
等
を
示
す
も
の
と
思
う
。
そ
れ
を
受
け
市
の
避
難
計
画
に
反
映
す
る
。

　
　

高
齢
者
の
孤
独
死
が
問
題
に
な
る
中
、
越
前
市
も
団
塊
の
世
代
が
高
齢
者
に
な
る
２
年
後
に
は
、
高
齢
化
率
が

２６
％
と
な
る
。
地
域
の
付
き
合
い
が
希
薄
に
な
る
現
状
で
、
行
政
は
地
域
や
民
間
と
ど
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
か
。

　
　

地
域
の
見
守
り
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
民
生
委
員
、
福
祉
推
進
員
、
老
人
家
庭
相
談
員
等

と
連
携
し
気
が
か
り
な
世
帯
の
見
守
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
配
達
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
と
独

居
老
人
の
安
否
確
認
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

国
は
、
原
発
の
安
全
規
制
や
防
災
対
策
に
関
し
て
、
周
辺
自
治
体
と
電
力
事
業
者
の
連
携
を
法

的
に
位
置
づ
け
る
検
討
を
始
め
た
が
、
周
辺
自
治
体
と
は
県
を
意
味
す
る
の
で
、
３０
㎞
圏
内
の
市
町

を
含
め
る
よ
う
に
国
・
県
に
強
く
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
も
国
の
考
え
方
を
見
極
め
る
中
で
、
３０
㎞
圏
内
の
市
町
に
つ
い
て
、
法
に
基
づ
い
た
周
辺

自
治
体
に
位
置
づ
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
の
問
題
が
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
中
、
現
在
の
縦
割
り
行
政
を
解
消
し
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど
の
分
野
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
や
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
創
設
が
急
が
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

縦
割
り
行
政
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
窓
口
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
安
心
し
て
相
談
で

き
る
体
制
の
実
現
を
目
指
し
て
関
係
各
課
が
協
議
中
で
あ
る
。
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
職
員
体
制
を
含
め
て
、
新
年
度
創
設
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

道
路
・
橋
・
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
資
本
の
多
く
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
人
の
命
を
守
る
た
め
の

公
共
投
資
は
、
雇
用
を
生
み
、
税
収
増
を
促
し
、
景
気
対
策
と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

社
会
資
本
の
整
備
は
、
市
民
生
活
の
基
盤
を
守
る
上
で
最
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
道
路
・
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
改
修
、
学
校
等
の
耐
震
化
な
ど
防
災
体
制
の
充
実

強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
　

市
内
１７
地
区
で
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
未
整
備
地
区
の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

　
　

放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
で
安
心
な
居
場
所
の
確
保
の
た
め
、
市
児
童
館
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
未
整
備
地
区
に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
計
画
の
整
備
指
針
は
、
第
１
に
小
学

校
敷
地
内
ま
た
は
小
学
校
に
隣
接
し
て
整
備
す
る
。
第
２
に
地
区
内
の
公
共
施
設
を
最
大
限
活
用
す

る
。
第
３
に
小
学
校
体
育
館
等
に
併
設
し
て
整
備
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

北
陸
新
幹
線
や
新
庁
舎
の
建
設
位
置
が
東
部
に
な
れ
ば
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
反

し
、
液
状
化
危
険
度
の
高
い
東
部
地
域
へ
市
街
地
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
液
状
化
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

全
国
各
地
の
交
通
事
故
で
登
校
中
の
児
童
の
と
う
と
い
命
が
失
わ
れ
た
が
、
通
学
路
の
安
全
点

検
や
安
全
確
保
に
つ
い
て
市
は
ど
う
対
応
さ
れ
た
か
。

　
　

再
点
検
し
た
結
果
、
通
学
路
を
変
更
し
た
学
校
も
あ
る
。
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
安

全
教
育
を
指
導
し
た
。
危
険
箇
所
は
計
１
４
０
ヵ
所
程
度
あ
り
、
早
急
に
対
処
す
べ
き
箇
所
、
中
長

期
的
に
対
応
す
る
箇
所
を
整
理
し
て
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
改
善
を
図
り
た
い
。

　
　

地
震
時
に
お
け
る
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の

機
能
や
効
果
等
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度
を
整
備
で
き
な
い
か
。

　
　

木
造
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
窒
息
・
圧
死
防
止
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
空
間
確
保
は
一
つ
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
補
助
制
度
は
、
県
の
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
支
援
に
関
す
る
検

討
状
況
を
踏
ま
え
て
、
支
援
策
の
研
究
を
進
め
る
。

●
生
活
必
需
品
の
配
達
店
等
の
店
名一覧
を
配
布
で
き
な
い
か 

■
介
護
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
充
実
さ
せ
る

●
大
飯
原
発
３
、４
号
機
の
再
稼
働
は
妥
当
か 

■
県
は
慎
重
に
対
処
さ
れ
た
と
認
識
す
る

●
地
域
や
民
間
と
ど
う
連
携
を
図
る
か 

■
配
達
等
事
業
者
等
と
の
協
定
を
進
め
る

●
30
㎞
圏
内
の
市
町
も
含
め
て
ほ
し
い 

■
国
の
考
え
方
を
見
極
め
な
が
ら
要
望
す
る

●
窓
口
一
元
化
で
き
な
い
か 

■
関
係
各
課
で
協
議
中

●
公
共
投
資
は
景
気
対
策
の
効
果
が
あ
る
の
で
は 

■
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
推
進
し
て
い
く

●
未
整
備
地
区
の
対
応
は 

■
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
進
め
る

●
液
状
化
危
険
度
が
高
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か 

■
考
慮
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る

●
安
全
点
検
や
安
全
確
保
の
対
応
は 

■
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
改
善
を
図
る

●
補
助
制
度
を
整
備
で
き
な
い
か 

■
県
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
く

高
齢
者
の
見
守
り
強
化
を
図
れ

原
発
災
害
に
備
え
た
避
難
体
制
を
確
立
せ
よ

高
齢
者
の
見
守
り
を
強
化
せ
よ

電
力
事
業
者
と
の
連
携
を
法
的
に
位
置
づ
け
よ

子
ど
も
の
相
談
窓
口
を
一本
化
せ
よ

防
災
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
せ
よ

児
童
館・児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
促
進
せ
よ

東
部
地
域
へ
の
新
庁
舎
建
設
は
防
災
上
危
険
で
あ
る

通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
れ

耐
震
シ
ェル
タ
ー
設
備
の
補
助
制
度
を
整
備
せ
よ

教　育 福　　　　祉

防　　　　　災

大虫小学校地区の通学路 吉野児童館（平成24年３月完成）

18人の議員が6月20日～22日、25日の4日間、一般質問を
行いました。多くの質問項目の中から、特に１人１項目を選び、
ジャンルごとに、質問・答弁を要約して掲載しました。
なお、詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

18人の議員が6月20日 22日 25日の4日間 般質問をを質問を問質間日の4 間4日の 般質般2日2 日22 日の5日2月が6員 6月が員 日0月 日2人18 議の人の議人

一 般 質 問
定 例 会月6

日
本
共
産
党
議
員
団　

前
田　
修
治

自 

由 

ク 

ラ 

ブ　

題
佛　
臣
一

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

佐
々
木
富
基

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

三
田
村
輝
士

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
久
保
恵
子

公
明
党
議
員
団　

関　
利
英
子

誠　
和　
会　

 　

川
﨑　
俊
之

日
本
共
産
党
議
員
団　

玉
村　
正
夫

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

玉
川
喜
一
郎

越
前
創
政
会　

 　

小
形　
善
信

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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電
力
固
定
価
格
買
取
制
度
の
開
始
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
や
す
く

な
る
。
市
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
小
水
力
発
電
等
へ
の
事
業
展
開
を
進

め
、
電
力
の
地
産
地
消
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

市
で
は
特
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
さ

ら
に
積
極
的
に
行
う
。
小
水
力
発
電
に
お
い
て
も
、
個
々
の
事
業
内
容
や
熟
度
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
す
る
。

　
　

市
の
観
光
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
観
光
案
内
所
に
設
置
し

て
、
観
光
客
の
観
光
距
離
を
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
の
増
加
を
図
れ
な
い
か
。

　
　

現
在
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
配
置
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
観
光
客
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
上
で
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
の
充
実
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
入
れ
替
え
や
拡
充
す

る
中
で
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
の
日
制
定
の
趣
旨
に
は
反
対
し
て
い
な
い
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
ふ
る
さ
と

の
日
の
懇
話
会
で
も
時
期
尚
早
と
の
意
見
が
あ
る
中
で
、
な
ぜ
今
制
定
す
る
の
か
。

　
　

越
前
市
と
し
て
一
つ
に
な
る
た
め
に
、
市
民
融
和
を
進
め
て
い
く
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
絆
や
ふ
る
さ
と
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
日
制
定
は

意
義
あ
る
取
り
組
み
と
考
え
る
。
合
併
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
は
重
く
受
け
と
め
て
い
く
。

　
　

神
山
・
白
山
地
区
に
「
断
固
反
対
、
魚
あ
ら
処
理
施
設
建
設
反
対
」
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

中
で
、
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
方
は
。

　
　

魚
あ
ら
処
理
施
設
計
画
い
わ
ゆ
る
化
製
場
設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
合
意
な
し
に
、
こ
の
計
画
が

進
む
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
再
三
、
県
知
事
に
伝
え
て
き
た
。
今
年
に
入
り
、
事
業
者
よ
り
許
可
申
請
が

あ
り
県
に
て
事
前
協
議
が
始
ま
っ
た
が
、
本
年
６
月
４
日
に
事
業
者
が
許
可
申
請
を
取
り
下
げ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

市
水
道
事
業
経
営
健
全
化
計
画
の
中
に
、
２３
年
３
月
議
会
の
付
帯
決
議
と
水
道
料
金
協
議
会
の
答
申

を
ど
う
取
り
入
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
工
業
用
水
道
の
単
価
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

経
営
健
全
化
計
画
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
人
件
費
の
大
幅
削
減
、
県
水
受
水
単
価
引
き
下
げ
の

継
続
要
請
、
経
営
状
況
等
の
市
民
へ
の
周
知
等
が
あ
る
。
工
業
用
水
道
の
単
価
は
、
池
ノ
上
工
業
団

地
の
管
路
増
設
工
事
が
２６
年
度
末
で
完
了
す
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

平
成
２２
、
２３
年
に
国
県
の
支
援
を
受
け
て
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
出
没
を
抑
え
る
山
際
緩
衝
帯
を
整
備
し
た
。
整
備
後
の

維
持
管
理
の
徹
底
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
森
林
に
つ
い
て
今
後
の
重
点
目
標
は
何
か
。

　
　

維
持
管
理
は
原
則
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
集
落
全
体
で
草
刈
を
行
っ
て
い

る
。
市
も
継
続
し
た
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
森
林
整
備
計
画
を
立
て
、
森
林
組
合
と
連
携

を
密
に
し
て
着
実
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

市
長
は
こ
れ
ま
で
、
首
長
の
多
選
批
判
を
掲
げ
て
市
政
の
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
ら
れ
た
が
、
多
選
禁
止
の
条

例
化
に
つ
い
て
、
今
年
中
の
制
定
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
長
の
言
う
多
選
と
は
何
期
ま
で
を
い
う
の
か
。

　
　

首
長
の
多
選
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
制
限
が
必
要
で
あ
る
と
の
基
本
的
認
識
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
国
の
法
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
条
例
化
の
予
定
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
３
期
１２
年
が

一
つ
の
目
安
と
考
え
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
最
終
的
な
答
申
も
受
け
な
い
中

で
、
委
員
に
ま
ち
づ
く
り
の
絵
を
描
か
せ
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

位
置
づ
け
は
、
確
実
な
新
庁
舎
建
設
に
向
け
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
慎
重
に
検
討

す
る
た
め
設
置
し
た
。
実
り
あ
る
会
議
と
な
る
よ
う
、
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
を
し
、
委
員
の
意
見
を

整
理
検
討
し
た
上
で
、
何
ら
か
の
形
で
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

●
今
後
の
事
業
展
開
は 

■
個
々
の
事
業
内
容
や
熟
度
に
応
じ
て
支
援
を
検
討

●
観
光
案
内
所
に
設
置
を 

■
入
れ
替
え・拡
充
時
期
に
導
入
を
検
討

●
時
期
尚
早
と
思
う
が
、な
ぜ
今
制
定
す
る
の
か 

■
絆
や
ふ
る
さ
と
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら

●
市
長
の
考
え
は 
■
住
民
の
合
意
な
し
に
計
画
が
進
む
の
は
反
対

●
単
価
見
直
し
が
必
要
で
は 

■
増
設
工
事
完
了
時
点
で
再
検
討
す
る

●
山
際
緩
衝
帯
を
ど
う
維
持
管
理
す
る
か 
■
土
地
所
有
者
に
指
導
し
て
い
く

●
何
期
ま
で
が
適
当
か 

■
お
お
む
ね
３
期
12
年
が一つ
の
目
安

●
ま
ち
づ
く
り
の
絵
は
描
け
る
の
か 

■
何
ら
か
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
る
と
思
う

小
水
力
発
電
の
促
進
策
を
図
れ

観
光
案
内
所
に
電
動
自
転
車
を
配
備
せ
よ

今
な
ぜ
ふ
る
さ
と
の
日
を
制
定
す
る
の
か
疑
問

魚
あ
ら
処
理
施
設
の
建
設
に
は
絶
対
反
対

工
業
用
水
道
の
単
価
を
見
直
し
せ
よ

里
地
里
山
の
保
全
に
は
山
際
緩
衝
帯
の
維
持
管
理
が
必
要

市
長
の
任
期
は
何
年
が
適
当
か

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
位
置
づ
け
は
疑
問

総　　務

まちづくり

水　道

産　業　・　環　境

まちづくり懇話会（6月14日開催） 電動アシスト自転車

政　
新　
会　

 　

安
立　
里
美

公
明
党
議
員
団 　

吉
田　
慶
一

越 

前 

ク 

ラ 

ブ　

伊
藤　
康
司

越
前
創
政
会　

 　

中
西　
眞
三

政　
新　
会　

 　

川
崎　
悟
司

誠　
和　
会　

 　

西
野
与
五
郎

諸　
　
派　
　

 　

片
粕
正
二
郎

政　
新　
会　

 　

城
戸　
茂
夫

問問

問問問

問 問問 答答

答答答

答 答答

◇
副
市
長
・

　
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

山
内　

和
芳 

氏 （
堀
川
町
）

人
事

・ 

全
国
市
議
会
議
長
会

・ 

北
信
越
市
議
会
議
長
会

議
員　

玉
川　

喜
一
郎

議
員　

片
粕　

正
二
郎

表　

彰

議
員
在
職
25
年
特
別
表
彰

・ 

全
国
市
議
会
議
長
会

・ 

北
信
越
市
議
会
議
長
会

・ 
福
井
県
市
議
会
議
長
会

議
員　

大
久
保　

恵
子

議
員
在
職
10
年
一
般
表
彰

大
飯
原
発
３
、４
号
機
の

再
稼
働
に
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
意
見
書

（
Ｈ
24
． ６
． 15
）

全
会一致
で
可
決
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市民と
議会との
語る会

議　　員　　名　　

　　議　案　等　の　名　称

　賛　　　　　　否

審議結果

市　民　ネ 政新会 誠和会 公明 共産 自由ク 創政会 越前ク 諸

福
田　

修
治

玉
川
喜
一
郎

大
久
保
恵
子

佐
々
木
富
基

三
田
村
輝
士

城
戸　

茂
夫

川
崎　

悟
司

安
立　

里
美

西
野
与
五
郎

前
田　

一
博

川
﨑　

俊
之

関　

利
英
子

吉
田　

慶
一

玉
村　

正
夫

前
田　

修
治

題
佛　

臣
一

嵐　
　
　

等

中
西　

眞
三

小
形　

善
信

福
田　

往
世

伊
藤　

康
司

片
粕
正
二
郎

6
月
定
例
会

予算 平成 24年度越前市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ 修正可決

条例

越前市ふるさとの日条例の制定について ○ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ 継続審査

越前市印鑑条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

越前市青年センター設置及び管理条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

一般
越前市の鳥の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

福井県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

専決
承認

専決処分の承認を求めることについて
（越前市市税賦課徴収条例の一部改正について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

専決処分の承認を求めることについて
（越前市都市計画税条例の一部改正について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

専決処分の承認を求めることについて（近畿圏の近郊整備区域及び都
市開発区域の整備及び開発に関する法律の施行に伴う市税賦課徴収条
例の特例に関する条例の一部改正について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

専決処分の承認を求めることについて
（越前市国民健康保険税条例の一部改正について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

人事
副市長の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ × 同　　意

固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

意見書

大飯原発３、４号機の再稼動に慎重な対応を求める
意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

拙速な人権救済機関の設置を目的とする法律の制定に反対する
意見書の提出について

○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

決議 尖閣諸島の実効支配を推進する決議について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

請願

公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願 △ △ △ △ △ △ △ △ △ 早 △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 継続審査

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める
意見書提出に関する請願

△ △ △ △ △ △ △ △ △ 早 △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 継続審査

議　　員　　名　　

　　議　案　等　の　名　称

　賛　　　　　　否

審議結果

市　民　ネ 政新会 誠和会 公明 共産 自由ク 創政会 越前ク 諸
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修
治

題
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一
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中
西　

眞
三

小
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善
信

福
田　

往
世

伊
藤　

康
司

片
粕
正
二
郎

大
久
保
恵
子

8
月
臨
時
会

予算 平成 24年度越前市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

条例

越前市農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙区の設置に関する
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

越前市議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議　
　

長

○ ○ ○ 可　　決

人事
監査委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

農業委員会委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ 推薦決定

○：賛成　　×：反対　　△：継続　　退：退席　　早：早退　　除：除斥　　（注）議長は採決に加わりません。
市民ネ：市民ネットワーク　公明：公明党議員団　共産：日本共産党議員団　自由ク：自由クラブ　創政会：越前創政会　越前ク：越前クラブ　諸：諸派
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委
　
　
員
　
　
前
　
田
　
修
　
治

　

議
員
有
志
が
７
月
26
日
、
被
災
し
た
地
区
へ
出
向
き
、
床
上
浸
水

し
た
家
の
縁
板
等
を
め
く
っ
て
、
泥
か
き
作
業
や
木
材
等
の
搬
出
作

業
を
行
っ
た
。

議
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は

8
月
か
ら
新
し
い

メ
ン
バ
ー
構
成
に

な
り
ま
し
た

市
議
会
事
務
局

 

℡
（
22
）
３
４
２
６

　

市
民
と
議
会
と
の
語
る
会
を
５
月

30
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
、８
月
21
日

か
ら
23
日
ま
で
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
６

地
区
で
、開
催
し
ま
し
た
。語
る
会
で

の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
市
議

会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
語
る
会
は
、11
月
中
旬
頃

に
、南
、国
高
、王
子
保
、味
真
野
、岡
本

の
５
地
区
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※越前市議会だよりは、資源保護のために再生紙を使用しています。（資源として活用できますので、リサイクルにご協力ください。）

　

本
会
議
は
、
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
入
す
る
だ
け
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。
場
所
は
本
庁
舎
別
館
６
階
で
す
。

９
月
定
例
会
は

９
月
27
日（
木
）ま
で
開
会
中
で
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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